寝床の なかで、 何 かに 魅せられた やうに、 僕 はこの 

世なら ぬ もの を 考え 耽けって ゐる。 僕に 親しかった も 

の は、 僕から 亡び 去る こと は あるまい。 死が 僕 を 攫つ 

て 行く 瞬間まで、 僕 は 小鳥の やうに 素直に 生きて ゐた 

いの だが …… 。 

今でも、 僕の 存在 は こなごなに 粉砕され、 はてしら 

ぬと ころへ 押 流されて ゐ るの だら うか。 僕が y J の 下宿 

へ 移って からもう 一 年になる の だが、 人間の 孤 絶感も 

僕に と つて は 殆ど 底 を つ いてし まった ので はない か。 

僕に はもう この 世で、 とりすがれる 一 つかみの 藁 屑 も 



りが、 僕の 眼 を おどろかして ゐ るの だら うか。 

部屋に じっとして ゐ ると 凍て つ いてし まひ さうな の 

で、 外に 出かけて 行った。 昨日 降った 雪が まだ その ま 

ま 残って ゐて、 あたり はすつ かり 見 違へ る やうな の だ。 

雪の 上 を 歩いて ゐる うちに、 僕 はだん だん 心に 弾みが 

ついて、 身裡が 温まって くる。 冷ん やりと した 空気が 

快く 肺に 沁みる。 (さう だ、 あの 広 島の 廃墟の 上に は 

じめ て 雪が 降った 日 も、 僕 はこん な 風な 空気 を 胸 一 杯 

すって 心が わくわくして ゐ たもの だ。) 僕 は 雪の 讃歌 

を まだ 書いて ゐな いのに 気づいた。 スイスの 高原の 雪 

の な か を 心 呆けて 、 どこまでも どこまで も 行けたら、 



どんなに いいだら う。 凍死の 美しい 幻想が 僕 をし めつ 

ける。 僕 は 喫茶店に 入って、 煙草 を 吸 ひながら、 ぼん 

やりして ゐる。 バッハの 音楽が 隅から 流れ、 ガラス戸 

棚の なかに デコレ イシ ヨン ケ— キが 瞬いて ゐる。 僕が 

この 世に ゐ なくな つても、 僕の やうな 気質の 青年が や 

はリ、 こんな 風に こんな 時刻に、 ぼんやりと、 この 世 

の 片隅に 坐って ゐる こと だら う。 僕 は 喫茶店 を 出て、 

また 雪の 路を 歩いて 行く。 あま リ人 通りの ない 路だ。 

向から 跛の 青年が とぼとぼと 歩いて くる。 僕 はどうし 

て 彼が わざわざ こんな 雪の 日に 出歩いて ゐる のか、 そ 

れがぢ かに わかる やう だ。 (しっかり やってく ださい) 



すれちが ひざ ま 僕 は 心の なかで 相手に むかって 呼び か 

けて ゐる。 

我々 の 心 を 痛め、 我々 の 咽喉 を 締めつ ける 一切の 悲 

惨 を 見せつ けられて ゐる にも かか はらず、 我々 は、 自 

らを 高めよう とする 抑圧す る ことので きない 本能 を 持 

つて ゐる。 (パスカル) 

まだ 僕が 六つば かりの 子供だった、 夏の 午後の こと 

だ。 家の 土蔵の 石段のと ころで、 僕 は ひとり 遊んで ゐ 

た。 石段の 左手に は、 濃く 繁 つた 桜の 樹にギ ラギラ と 



ゐる のか、 その 時 はまる で 分らなかった。 が、 日が 暮 

れて、 あたりが 薄暗くな つてから、 急に 僕 は 不思議な 

幻覚の なかに 突 落されて ゐた。 僕 は 家のう ちに ゐた。 

が、 僕 は 自分が どこに ゐる のか、 わから なくなった。 

ぐるぐ ると 真 赤な 炎の 河が 流れ 去った。 すると、 僕の 

まだ 見た こと もない 奇怪な 生き ものた ちが、 薄 闇の な 

かで 僕の 方 を 眺め、 ひそひそと 静かに 怨 じて ゐた。 (あ 

の 朧気な 地獄 絵 は、 僕が その後、 もう 一度 はっきりと 

肉眼で 見せ つけられた 広 島の 地獄の 前触れだった の だ 

らう か。) 

僕 は 一 人の 薄弱で 敏感す ぎる 比類のない 子供 を 書い 



てみたかった。 丁 かきの 風で へし 折られて しま ふ 細い 

神経の なかには、 かへ つて、 みごとな 宇宙が 潜んで ゐ 

さう にお も へ る。 

心の なかで、 ほんとうに 微笑める ことが、 一 つぐら 

ゐは あるの だら うか。 やはり、 あの 少女に 対する、 さ 

さやかな 抒情詩 だけが 僕 を 慰めて くれる のか もしれ な 

い。 U …… と はじめて 知りあった 一昨年の 真夏、 僕 は 

この 世なら ぬ 心の わななき を おぼえた の だ。 それ はも 

う 僕に とって、 地上の 別離が 近づいて ゐる こと、 急に 

晚 年が 頭上に すべり 落ちて くる 予感だった。 いつも 僕 



あつたの ではない か。 あの 頃、 お前が 病床で 夢み てゐ 

たもの は 何な の だら うか。 

僕 は 今し きりに 夢み る、 真昼の 麦畑から 飛びた つて、 

青く 焦げる 大空に 舞 ひの ぼる 雲雀の 姿 を …… 。 (あれ 

は 死んだ お前 だら うか、 それとも 僕の ィメ ー ジだ らう 

か) 雲雀 は 高く 高く 一 直線に 全速力で 無限に 高く 高く 

進んで ゆく。 そして 今 はもう 昇って ゆく ので も墜 ちて 

ゆく ので もない。 ただ 生命の 燃焼が パッと 光 を 放ち、 

既に 生物の 限界 を 脱して、 雲雀 は 一 つの 流星と なって 

ゐ るの だ。 (あれ は 僕で はない。 だが、 僕の 心願の 姿 



にち が ひない。 一 つの 生涯が みごとに 燃焼し、 すべて 

の 刹那が 美しく 充実して ゐ たなら …… 。) 



底本： 「日本の 原爆 文学 1」 ほる ぷ 出版 

1983 (昭和お) 年 8 月 ー 日 初版 第一 刷 発行 

初出 ： 「群像」 

1951 (昭和^) 年 5 月 号 

》 「その 時 も、 僕 は 幼稚園に はじめて 連れて行かれた 

子供の やうに、 隅つ こで 指を嚙 んでゐ るの だら うか ご 

の 文 は 他の 本で は 次のようにな つてい る。 

「定本 原民 喜 全集 n」 (青 土 社 19 78 年 9 月^日 

発行) では 「その 時 も、 僕 は 幼稚園に はじめて 連れて 

行かれた 内気な 子供の やうに、 隅つ こで 指を嚙 んでゐ 



るの だら うか ご とされて おり、 「内気な」 という 言葉 

が 入って いる。 

「原民 喜 全集 第二 巻」 (芳賀 書店 初版 発行 昭和^ 

年 8 月^日) でも 同様に、 「内気な」 という 言葉が 入つ 

ている。 

※ 「僕の 身 鉢、 僕の 存在、 僕の 核心、 どうして 僕 はこ 

ん なに 冷えき つてい るの かご の 文 は 他の 本で は 次の 

ようにな つてい る。 

「定本 原民 喜 全集 n」 (青 土 社 1978 年 9 月^日 

発行) では 「僕の 身 鉢、 僕の 存在、 僕の 核心、 どうし 



て 僕 は 今 こんなに 冷えき つてい るの かごと されて おり、 

「今」 という 言葉が 入って いる。 

「原民 喜 全集 第二 巻」 (芳賀 書店 初版 発行 昭和^ 

年 8 月^日) でも 同様に、 「今」 という 言葉が 入って い 

る。 
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